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現場からの技術的質問－要件管理 今月号のトピック 

Q. 私たちのグループは社内向けのソフトウェ
アアプリケーションを開発、維持していま
す。しかし社内顧客からの要件文書は提出が
遅れることが多い上に、決まって不備があり
会長からの手紙  ロブ クラーク

ます。どうすれば不備のない要件一式をスケ
ジュール通りに文書化してもらう（あるい
は、少なくとも文書化してもらえるよう働き
かける）ことができるでしょうか。 
 
A. このような問題を解決する取り組みとし
て、顧客との協力関係（パートナーシップ）
を築き、最終的な要件一式に双方が合意でき
るようにするという方法があります。パート
ナーシップを築くための第一歩は、「必須の
もの」や優先順位の高いものについて合意を
得ておくことです。必須のものに関して合意
を得れば、要件の 80％が合意済みということ
になります。これにより、開発作業を続ける
ことができます。残りの 20％、つまり「望ま
しいもの」についても、その 8割が合意に達
するようにすれば、この時点で要件の 96％に
合意が得られたことになります。この方法を
繰返して、すべての要件に合意が得られるよ
うにするのです。また、話し合いの過程に
「ゲートウェイ」つまりチェックポイントを
設け、リスクや理解度の評価も実施します。
要件とリスクが両立するようなら、プロジェ
クトを先に進めることができます。両立しな
い場合には、リスクレベルの許容範囲を変更
したり、リスクを減らすために要件をさらに
明確化したりすればいいのです。 
 
要件管理に関して、コンピータでは様々なコ
ースをご用意しています。コースを通して、
要件の補足を改善する方法、システム要件定
義の理解を深める方法、さらにはコストを下
げたりスケジュールを守ったりできるよう問
題点を早期に特定・解決する方法をお教えい
たします。 
詳細は弊社までお問合せ下さい。 

 
 
 
 

7 月初旬のこと、私はポールからニュースレター用に原稿を
書いて欲しいと頼まれた。原稿の締め切りは 8 月中旬。力に
なりたい気持ちと、締め切りまで 6 週間もあるという安心感
から、私は引き受けることにした。ところが、ふと気付けば
もう 8 月も半ばになっており（一体 7 月はどこに行ってしま
ったのだろう）、原稿のほうはと言えばまだ一言も書けてい
なかった。 
 
今日、かの有名なフォース橋を車で渡りながら、私は原稿に
使えそうなフレーズの幾つかを頭の中で考え始めた。「経理
関係の用語を幾つか使ってみようか。私たちの会社が 3 年連
続で増収増益だと書けば、読み手はきっと感心するだろう。
そうだ、具体的な数字も盛り込もう。オフィスに着いたら、
フィオナに過去 3 年間の決算データを調べてもらって･･･」
渋滞にはまっていた私は、この考えに自分が興奮しているの
はなぜだろうかとしばし思いを巡らせた。「私としたことが
何をしているのだろう。決算のことに夢中になるなんて。年
のせいだろうか」やがて車の列は再び動き始めた。ラジオで
はリスナーが、ガソリンスタンドでのガソリンの小売価格が
70 ペンス/1ℓ くらいになるまで、ガソリン税を引き下げた
場合の経済的利益を説明していた。ぜひとも、そうなっても
らいたいものだ。 
 
すると、突然いい考えが思いついた。頼まれた原稿で、コン
ピータの最近の、もちろん現在も続いている、発展について
説明しよう。新たに採用したコンサルタント、グレン・ビン
ガム、ダグ・アッシュワース、スティーブ・クリスチャン、
アーウィン・フレッチャー（アーウィンはコンピータの元社
員だが、このたび古巣に戻ってきた）を紹介してもいい。み
な一流のコンサルタントで、会社にもだいぶ慣れてきたよう
だ。他にも、専門家コンサルタント集団の一員となるような
経験のある、優れた人材を現在も募集中だと書くのもいいだ
ろう。リビングストンにある本社を拡張した話をするのも悪
くない。8 月初旬にオフィススペースを 2 倍に拡張した際に
は、住所や電話番号を変更しないで済むよう、十分な配慮を
怠らなかった。 
頭の中で何を書くかがまとまり始めた。道路もすっかり空い
ていた･･･。ラジオからは、ガソリン代（「ガス代」だった
かもしれない）がフロリダ州ではこの 1 年で 2 倍の 1 ドル
90 セント/1ℓ になったという声が聞こえてきた。高速道路
を降りながら、素早く計算してみると、その値段はおよそ
28 ペンス/1ℓ であった！オフィスにいるポールにこの国に
暮らす人々の財布がガソリン代でどれほど傷んでいるかを話
すことにしよう。  
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